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院）から学術大賞フランス語フランス文学顕揚賞（Prixdu Rayonnement de la langue et de la 





























































































































































教授（教養部）に昇任、 1968年停年により退官。この間、 1964年から同 1966年まで京都大学評
議員として大学の管理運営に貢献。京都大学退官後は， 1968年から 1974年まで京都産業大学教
授として後進の指導にあたる。 1975年勲三等瑞宝章を授与された。 1992年死去（『京大広報 No.
439J、p.462）。渡辺は 1912年生まれ。 1935年東京帝国大学仏文科卒。同大学院を卒業後、財団
法人国際文化振興会勤務、在ハノイ総領事館勤務、日本大学予科教授を経て、 1949年京都大学




大広報 No.630J p. 2534）。後藤敏雄は 1915年愛知県生まれ。 1940年京都帝国大学を卒業し、関
西大学法文学部講師を経て 1950年京都大学教養部助教授、 1965年同教授。 1979年退官、京都女
子大学に移る。ユゴーを中心とするフランス・ロマン派の研究が専門であり、渡辺と同じく 『仏
和大辞典』の編集に関わった。 1992年死去（『京大広報 No.429J p. 323）。 1949年入学の、のち
の教養部教授山田稔は、学友で、のちの仏文科教授中川久定とともに、当時の仏文科の授業を
受けたことを回想している（山田稔「はじめての訪問一後藤敏雄先生を偲ぶJ、『仏文研究（23)J






















1954年より同教養部助教授。 1964年より同教授。 1976年に退官し、同年から 1984年まで京都
産業大学の教授を務めた。モリエールを中心とするフランス古典喜劇の比較文学的研究を専門と
し、主に古典時代の文学を研究対象とした。他に比較文学研究の帰結として、日本文学、文化の
欧米への紹介に努めた。 1976年勲三等旭日章を受ける（『京大広報No.583.I p. 1564）。
生田は1924年京都生まれ。 1950年京都大学文学部文学科（フランス語フランス文学専攻）を
卒業、関西学院短期大学講師を経て、 1951年京都大学講師（吉田分校）に就任、フランス語の
講義を担当した。 1956年教養部助教授、 1969年同教授に就任、 1980年に退官。専門はフランス
の現代文学で、アンドレ・ブルトン、セリーヌ、マンデイアルグ、パタイユら異端の作家たちの，
犯罪，魔術やデカダンスを主題にした芸術性の高い作品を積極的に翻訳、研究し、後続に大きな
































山本は、 1933年大阪に生まれる。 1956年京都大学文学部文学科を卒業、 1958年京都大学大学
院文学研究科修士課程修了、 1963年同博士後期課程単位取得退学後、同年京都大学文学部助手
に採用された。 1965年から 1968年まで立命館大学講師、助教授を経て、同年京都大学教養部助






















































峨芸術大学学長。 2013年退任。 19世紀、 20世紀の詩、なかでもフランス象徴派、シュルレアリ
スムを研究対象とした。20日年フランス政府教育功労章受章。2015年秋、瑞宝中綬章受勲（https山





















石井は 1951年、東京都生まれ。 1970年東京教育大学附属駒場高等学校卒業、 1975年東京大学
法学部卒業、 1978年パリ第4大学修士課程修了、 1980年東京大学大学院人文科学研究科修士課

























総合人間学部ホームページ［https://www.h.ky oto u.ac.jp/ academic_f/faculty _f/223_inagaki_ 
n_O／］及び京都大学教育研究活動データベース［https://kyouindb.iimc.kyoto u.ac担／j/vZ5bZ]
参照。 2017年1月3日閲覧）。














松島は 1942年神戸市生まれ。 1965年京大文学部仏文科卒、 1971-1972年のフランス留学を経
















































学研究科総合人間学部ホームページ［https://www.h.kyoto-u.ac.jp/academic_f/faculty _f/l l 4_ 
taga_s_O／］及び西山教授のホームページ［http://www.flae.h.kyoto-u.ac.jp/indexjp.htm］参照。
l月5日閲覧）。
塩塚は 1970年福岡県生まれ。 1993年東京大学教養学部卒業。 1995年東京大学大学院人文科学


































































































桑原は 1959年から 1963年まで、人文科学研究所の所長を務め、 1968年に退官する。その後桑














1930年代』（岩波書店、 1980年）を編んだ河野健二は、 1916年徳島生まれ。 1940年京都帝国大
学経済学部を卒業、同大学経済学部助手、同大学人文科学研究所助教授、同大学教養部教授を経て、
1968年に同大学人文科学研究所教授に配置換となり、西洋社会研究部門を担当した。 1980年に








































神戸生まれ。 1958年私立灘高校を卒業し、京都大学経済学部入学、 1962年同卒業。 1962年、日
本スピンドル製造株式会社入社、 1963年同退職、 1964年京都大学大学院経済学研究科修士課程
入学、 1966年同修了、同年京都大学人文科学研究所助手に採用。 1973年大阪市立大学経済学部











西学院大学文学部専任講師、 1976年同助教授。 1980年京都大学人文科学研究所助教授、 1993年
同教授。 2006年同定年退職、京都大学名誉教授。他に、 1986年にパリ第7大学客員教授、 1990
年から 1993年に国際日本文化研究センター客員助教授、 2001年にはトゥルーズ・ルミライユ大
学日本学科客員教授を務めたほか、 2003年から 2005年まで日本フランス語フランス文学会関西







課程博士。 1986年京都大学助手、 1987年甲南女子大学助教授、 1989年京都大学人文科学研究所
助教授、 2004年同教授、 2017年定年、名誉教授。 2002年から 2003年までは、日本フランス語
フランス文学会関西支部代表幹事を務めた。 1997年にはフランス政府よりパルム・アカデミッ
ク勲章を授与されている。専門は、文学・表象理論など（Webページ「researchmap」［http://












京都大学人文科学研究所）『文化社会学への招待.I （共編、 2002年、世界思想社）他。訳書 フュ
レ／オズーフ編『フランス革命事典.I（共同監訳、 1995年、みすず書房）ゴーシェ『代表制の政








績に Eprouverl'universel: Essai de geophilosophie (Kime、1999年、共著）、『現代思想と政治一
資本主義・精神分析・哲学』（平凡社、近刊、共編）、ドニ・デイドロ『運命論者ジャックとその
主人.I（白水社、 2007年、共訳）、｛Civilisationet naissance de l'histoire mondiale dans l’Historie 
des deux Indes》（Revuede synthese、2008/1）、《Raynal、Neckeret la Compagnie des Indes》
(G.Bancarel (ed.）、 Raynalet ses reseaux、Champion、2010）、「一般意志の彼方へ－w諸意志の
協調』とデイドロ晩年の政治的思考」（『思想.I2013年12月号）、《Lafin de l'Ancien Regime en 
Europe selon l'Historie des deux Indes》（A.Lilti et C. Spector(ed.）、 Penserl’Europe au XVIIIe 
siecle、VoltaireFoundation、2014年）などがある（勤草書房のホームページ［http://www. 
keisoshobo.co.jp/ author/ a7 4386.html］参照。 2017年7月1日閲覧）。
最後に、人文研が主宰した「ヨーロッパ探検」について触れておく。正式名称「京都大学ヨー
ロッパ学術調査隊」、通称「ヨーロッパ探検」は、 1967年度（桑原武夫ほか7名）、 1969年度（会
田雄次 [1916-97］ほか7名）、 1972年度（会田ほか7名）の三次にわたって実施され、イギリス、
フランス、ドイツ、スペイン、イタリア、スイス、ユーゴスラヴイア、トルコなどの調査が行わ
れた。この調査の実質的発案者であり推進者である梅樟忠夫 (1920－）はその目的を「ヨーロッ
パ地域学の立場Jとして提起している。日本人がヨーロッパを調査することによって、ヨーロッ
パ人が非ヨーロッパ人を調査・記述するという非対称な関係性に異議申し立てを行い、ヨーロッ
パ文明を規範とみなす固定観念を相対化する、というのがそのねらいだという。じじつ、この調
査の参加者から、着実なフィールドワークと資料調査に根差した新世代のヨーロッパ研究者が輩
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出されることとなる。報告書は会田・梅梓編『ヨーロッパの社会と文化』（1977）のほか、朝日
新聞社から桑原編『素顔のヨーロッパ』（1969）が刊行されている。第l次調査に同行した多国
道太郎は、フランスのランデダという小自治体で暴漢に襲われ、首を締められるという受難にあっ
た。そのことを報じる現地の新聞記事も残されている（以上、人文［2009、特別号（京都大学人
文科学研究所創立80周年）］に拠った）。
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